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新年度は25周年への集大成と次世代への飛躍がテーマ
「エコひろば」やリターナブル梱包材でサービス充実
NGPシステムもサーバーを刷新し新展開

　総会の冒頭あいさつで、大橋岳彦理事長
は、「（2010年8月期の決算で）部品売上
は400億円を突破しました。皆様の努力に
敬意を表したい。一方、エコカー補助金が終
了して使用済自動車の入庫台数が落ち込ん
でいるのではないかと思うのですが、厳し
い環境に対してそれぞれ自助努力を重ね、
頑張ってもらいたい」などと述べました。
　新年度の事業計画では、「25周年への集
大成、そして“次世代”へ」というテーマを
設定し、これまで取り組んできたNGP協
同組合のビジネスモデルの集大成と今後の
飛躍に向けた新たなビジネスモデルの創造
を目指すことにしています。「企業の寿命は
30年」などと言われる中で、NGP協同組
合の事業も新しい対応を求められるように
なってきたからです。
　背景としては、次世代自動車の普及にと
もなう技術革新や素材革命、それによりア
フターマーケットそのものが劇的な変化を
遂げると考えられること、さらに自動車リ
サイクル業界についても次世代自動車の適
正処理、次世代自動車に欠かせない資源循
環の必要に迫られ、場合によって自動車
メーカーとの連携することなど、さまざま
な対応課題が考えられるからです。
　総会はこうした基本方針を設定した平成
22年度（22年9月～ 23年8月）の事業計
画などを審議し、満場一致で承認しました。
事業計画に沿ってさまざまな事業活動に取
り組み、お客様の満足度向上に努めます。
　整備事業者様向けのサービスでは、総会
に先立ち10月 1日から「NGPエコひろ

ば」をスタートさせています。
この新事業は、ウェブサイトを
通じて整備事業者様に自動車
ユーザーのお客様を紹介する
仕組みです。「エコ整備」を求
める自動車ユーザーは、年々そ
の数が増えています。そうした
お客様にリサイクル部品の良
さを知ってもらい、安心して環
境に優しい自動車整備・修理
サービスを享受してもらうこ
とをねらいとしています。
　また、NGP協同組合独自の二
酸化炭素（CO2）排出削減活動
として「リターナブル梱包材」の
利用を2009年3月から取り組み始めまし
た。09年度のNGP協同組合のリサイクル
部品販売は、点数で前期比9.1％増の232
万点となり、これにより約8910トンの
CO2排出削減を達成しました。これに加えて
リターナブル梱包材を利用したことで、部品
物流の場面でも今年1 ～ 8月で60.7トン
のCO2排出削減を達成し、ダンボールなど
の一般廃棄物の削減にもつながっています。
　現在、リターナブル梱包材はドア・フェ
ンダー用だけですが、すでにバンパー用の
梱包材の開発が終わり、さらにエンジン用
リターナブル梱包材の開発を始めていると
ころです。種類を拡大してリサイクル部品
の物流面での環境負荷低減を進め、リサイ
クル部品のCO2排出削減効果に磨きをか
けて行きます。
　今期は、ハードウェアが5年経過したた

め基幹システムのサーバーを入れ替えま
す。これに合わせたシステム改良を実施し、
とりわけリサイクル部品の生産効率向上に
努めることにしています。また、入庫車両
を電子マニフェストと連動して管理できる
ようにし、お客様からの信頼向上につなげ
ることにしています。品質の高いリサイク
ル部品を素早く整備事業者様にお届けする
ことを目指して開発中の「画像計測システ
ム」も徐々に形になってきています。情報
システム面でも次世代に向けた準備を着々
と進めることにしています。
　来年はNGP創立25周年を迎えます。式
典を10月に福岡県福岡市の「ヒルトン福
岡シーホーク」で開く予定です。原動力と
なる有能な若手経営者も育ってきていま
す。NGP協同組合の飛躍とさらに充実した
お客様サービスの提供にご期待ください。

NGP 日本自動車リサイクル事業協同組合は10 月25 日、東京都港区の「品川プリンスホテル」で
第６回通常総会を開きました。来年の NGP 創立25 周年に向けて、
全組合員の結束でさらに「強い NGP」を作り、お客様サービスの向上に努めることを確認しました。

総会で新たなビジネスモデル構築を呼びかける大橋理事長



「入庫車両の急激な減少が、組合員が直面する課題」
（大橋理事長）などと答える

　NGP 協同組合の大橋岳彦理事長ら幹部
は 10 月 25 日の総会終了後恒例の記者会
見に臨み、各紙誌記者からの質問に答えま
した。会見の冒頭に大橋理事長は、総会が
無事終了したこと、NGP 協同組合の部品売
上が 2010 年 8 月期で初めて 400 億円
の大台を超えたこと、期中に NGP 組合員
の使用済自動車処理台数は 78 万 4 千台
に達し、国内発生量の約 20％を NGP 組
合員により適正処理したこと、などを報告

　NGP 協同組合は 10 月 25 日に都内の
ホテルで開催した総会で、リサイクル部品
の生産・販売に貢献した組合員に対して平
成 21 年度「年間最優秀賞」などの表彰を
行いました。
　部品の売上金額・伸長率、生産金額・伸長
率の 4 項目すべてで上位 20 位以内にラ
ンクインした事業者を対象にした年間最優
秀賞は、ハセ川自動車（富山県魚津市）、テ
ラダパーツ（愛知県刈谷市）、桜井（兵庫県
尼崎市）の 3 社が受賞しました。また部品

しました。
　また、「エコカー補助金で
処理台数は増加しましたが、
終了後に急激に入庫が落ち
ていることが喫緊の課題。
一方、レアアースの問題に見
られるように NGP 協同組
合としても資源循環に積極
的に取り組み、貢献しなけ
ればならない」などと、課題
について述べています。
　早速、「資源循環に積極的
に取り組む」ことに関して

質問があり、大橋理事長は「解体事業者を
巻き込んだ自動車メーカーによる資源回収
の動きが表面化しています。話を聞くと、
将来の資源枯渇などを見越した対応だそう
で、自動車メーカーはどのような資源を必
要としているのか、などの情報交換を行い
たい。NGP 協同組合として具体的に行動
しているわけではないが、自動車メーカー
あっての解体業なので相互補完で協力でき
ることは協力したいと考えています」など

売上金額・伸長率の 2 項目で 20 位以内に
入った 3R（埼玉県久喜市）、多田自動車商
会（兵庫県三木市）、部品生産金額・伸長率
の 2 項目で 20 位以内に入った津田鋼業
（福井県越前市）、オートパーツ伊地知（鹿
児島県鹿児島市）の 4 社が優秀賞として表
彰されました。
　例年行っているクレーム優良表彰に代えて
今回は共有情報への協力者を表彰しました。
共有情報は、部品商品化にともなう注意点、
互換性などに関する情報を集約し、顧客サー

と答えました。
　組合員が当面する課題に関する質問に
は、「エコカー補助金が実施されている間に
は、処理能力を超える使用済み自動車の入
庫があった組合員もいたほどで、処理に追
われて中古部品生産がまともに取り組めな
いほどでしたが、エコカー補助金終了後は
仕入れが止まりました。今後 11 月、12 月
とさらに減少するとみられ、使用済み自動
車の入庫減少は組合員が直面している課題
です。部品については単価が下落し、生産金
額が上がらないことが問題で、このなかで
お客様のニーズを聞きながら新しい分野の
部品の開拓を進めたいと考えています」（大
橋理事長）と回答しました。
　また、リターナブル梱包材の展開につい
ては、「09 年 3 月にドア・フェンダー用の
使用を開始し、今年 9 月末で累計 1 万 6
千回の利用がありました。バンパー用のリ
ターナブル梱包材の試作が完成して、組合
員による使用テストを終えました。近々、使
用を始めたいと考えています」（宮地康弘専
務理事）という状況です。

ビス向上に結び付けることをねらったもの
で、情報提供件数が多かったカンザキ（滋賀県
東近江市）、佐伯商会（香川県高松市）、アート
パーツ長野（長野県松本市）、堀尾自動車部品
（兵庫県姫路市）が共有情報提供者協力者とし
て、および安澤商店（福島県西白河郡泉崎村）
の安澤康
博さんら
11 社 11
名を共有
情報検証
協力者と
して感謝
状を渡し
ました。

ハセ川自動車、テラダパーツ、桜井が
平成21年度の年間最優秀賞に

表彰を受ける最優秀賞受賞3 社（桜井、
ハセ川自動車、テラダパーツ）の代表者

NGP協同組合幹部が総会終了後に恒例の記者会見

NGP 今月のCO2削減量

※リターナブル梱包材の利用にともなう削減効果は NGP 協同組合独自の CO2 排出削減の取り組みです。
　ダンボールに変えて、専用梱包材を 200 回繰り返し使用することで削減効果を試算しました。リターナブル梱包材利用にともなう削減効果

7.0 tNGP 平成22年9月： 67.7tNGP 1月からの累計：

※ NGP をはじめとしたリサイクル部品販売事業 12 団体は、グリーンポイントクラブを作り、リユース部品、リビルト
　部品を利用することで達成できた CO2 の削減量を利用者の皆様にお知らせしています。ご協力ありがとうございます。リサイクル部品利用にともなう削減効果

全１２団体 1月からの累計

102,731tNGP 平成22年9月： 6,642 t NGP 1月からの累計： t59,020

記者会見に臨むNGP協同組合幹部（左から宮地専務理事、田中副理事長、
大橋理事長、永田副理事長、砂原副理事長）



幅広く意見を求めるためにパブコメを実施
使用済自動車判別ガイドラインの作成作業が佳境に

順次、新機能を付加してお客様サービスを向上
NGPシステムが信頼性を高めた新システムに移行します！

　NGP システムがサーバー入替に合わせて
新システムに移行します。新システムでは入
庫した使用済自動車を電子マニフェストと
連動させて処理状況を管理する新たな機能
を盛り込むとともに、部品生産作業を効率化
する機能を付加して高品質な中古部品をよ
り早く提供することを目指します。
　新システムへの移行準備を目的とした「新
システム検証会議」が 10 月 2 日、NGP 協同
組合本部会議室でシステム委員、生産・フロ
ントの各支部初級講師を集めて開かれまし
た。新システムは多様な基本システムソフト
で動くことができるようにプラットフォー

ムを大きく変更しています。この変更後の作
動環境に問題ないかを検証会議を開き、確認
しました。新システムは11月15日にリリー
スして全体で作動環境を確認、その後、さまざ
まな機能を付加することにしています。
　機能面の強化では、入庫した使用済自動車
を自動車リサイクルシステムの電子マニフェ
ストに連動して管理するようにします。入庫
車両がどのような状態にあるか、リアルタイ
ムで把握して問い合わせに即応します。また、
損害保険関連の事故車に関しては NGP 本部
で一元管理するようにします。
　また、専用端末を導入して作業現場で生産

した中古部品の検品・登録を行い、生産業務
を効率化する機能も加えます。現在、クレー
ムや共有情報管理の電子化を進めています。
新システムではこの共有情報がフル活用で
きるようになり、注文があった部品を利用す
る際の注意点に関してフロントマンが即答
できる態勢とし、お客さまサービスの向上に
つなげます。
　こうしたシステムの付加機能は今期中に
実現することを目指しています。
　現在、早稲田環境研究所との間でグリーン
ポイントシステムを新システムで利用する
ための交渉も始めています。新システムとグ
リーンポイントシステムによるリサイクル
部品の CO2 排出削減データベースと連動さ
せることで、全てのお客様にリサイクル部品
購入による環境貢献のデータを提供できる
ようにして、リサイクル部品をより多く使っ
てもらえる環境を整えたいと考えています。

　産業構造審議会、中央環境審議会の両
ワーキンググループによる「使用済自動車
判別ガイドライン」の審議が佳境に入って
います。10 月 21 日に都内のホテルで開
かれた第 3 回合同会議は、最後となった地
方自治体関係者に対する意見ヒヤリングを
行うとともに、これまでに指摘された問題
点を整理し、ガイドラインを取りまとめ作
業のたたき台が示されました。
　これまでのヒヤリングでは、大手の自動
車ディーラーで初年度登録から 15 年を超
過した車両を原則として使用済自動車にし
ていることが分かりましたが、その一方で
走行距離、年式、査定価格や自走可能かど
うかなどの項目では車両によって異なるた
め、一律の基準を作ることは難しいという
指摘もあり、いろいろな視点からの意見が
噴出しています。

　また今回、地方自治体の関係者から路上放
置車両を処分するために判定表を作成して
判別していること、ほぼ使用済自動車という
車両が山積みされている現場の改善を求め
ると、所有者からは「中古車として購入した
ものだ」と強弁されるケースがあるなど、行

政側の苦労が報告されました。
　このほか消費者の代表からは、下取り車
を出した時に残存価値やさまざまな還付
金、その後の処分について十分な説明など
行われていないという声があり、半面、新車
販売店関係の委員からは販売店の負担軽減
を求める意見が出ています。判別ガイドラ
インに法的拘束力はありませんが、判断の
結果で自動車リサイクル法違反ではなく廃
掃法違反になるといった法律問題について
の指摘も委員から出されていました。
　合同ワーキングは、さらに広範な意見を
求めてから使用済自動車判別ガイドライン
の骨子をまとめることになりました。今後
は、一定の成案がまとまってから行うパブ
リックコメントを実施、そこでの意見を加
えて、12 月に開催を予定する第 4 回合同
会議で骨子案を示すことになっています。

本部で開かれた新システム検証会議、システム委員・初級講師が作動状況を確認した

産構審、中環審ワーキンググループによる
第 3 回合同会議。意見百出の観
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仲間と励ましあって熱く学んだ5日間
ロープレ、技術研修と同時に管理者としての自覚を促す

第20回中級研修会を開催

リサイクル部品の普及を呼びかける
エコプロダクツ東北 2010 に東北支部が出展

　NGP 協同組合の第 20 回中級研修会が
10 月４～８日の 5 日間、静岡県裾野市の
あいおいニッセイ同和自動車研究所の東富
士センターで開かれました。生産、フロント
及び営業の 3 分野で 18 人が参加、ロール
プレイングによる実践的な顧客対応、現物
による中古部品生産に役立つ技術研修、管
理者の自覚と熱意を引き出すマネジメント
研修に取り組みました。
　オートパーツ伊地知の保晋太郎さんは「管
理者ということについてそれなりに理解し
ていたつもりでしたが、一体どのようなこと

をすれば良いかということがあいまいだっ
たり、どこから手をつけて良いか、難しいと
ころがありました。それが今回の研修会で少
しわかった気がします」と言います。また、
青南商事仙台支店アルトレック塩竃の伊勢
征文さんは「中級研修会はとても厳しいと
聞いていましたが、実際に来て、ただのスパ
ルタではないことに気づきました。5 日間
ほとんど眠れなかったのですが、仲間と話
し合ったり、わからないところを教え合う
などで苦になりませんでした」と集中して
取り組んだ 5 日間を振り返っています。

　しのぶやみどり工房の小森歩さんは、
「ロールプレイングをやったが、すごく恥ず
かしかった。自分は堅苦しいことができな
いので自分流で挑みました。部下に声をか
けてあげる大切さを知ることができ、会社
に帰ったら早速実践します」とし、研修成果
を実践することを誓いました。
　さらに「帳票、データを活用し正確な状況
分析と顧客管理を実行し拡販を進めます」（福
島リパーツ、熊田明正さん）、「問題解決能力
を高め、お客様の不安や悩みの解決策を即答
できるよう知識をつけます」（徳島オートパー

ツ、山内裕子さん）、
「強い意志と女性ら
しい心で部下（社員）
一人ひとりと向き合
い、会社をひっぱっ
ていける存在になり
ます」（エイティエ
ム、島野望美さん）
など、参加者それぞ
れが管理者として決
意を新たにした研修
会になりました。

　NGP 協同組合の東北支部（中里明光支部
長）は 10 月 14 ～ 16 日に宮城県仙台市の
夢メッセみやぎで開かれた「エコプロダクツ
東北 2010」に出展しました。エコプロダク

ツ東北は、毎年 12 月に東京ビッグサイトで
行われているエコプロダクツの東北版で、宮
城県や仙台市、東北電力をはじめとした東北
地区の有力企業とともに「エコプロダクツ・
ソリューション・新エネルギー・省エネル
ギー」ゾーンにブースを設けました。自動車
リサイクル業界では唯一の出展になります。
　ブース内では、東北支部組合員のエコブ
リッジが製作した自動車のカットモデルや
さまざまなリサイクル部品を展示しまし
た。また、エコバッグ 1500 枚を用意して
リサイクル部品のパンフレットとともに来
場者に配布して、地球温暖化防止・CO2 排
出削減につながる自動車リサイクル部品の
利用を呼びかけました。

　今回の東北支部の取り組みで特徴的だっ
たことは、組合員各社の協力を得て生産・フ
ロントの現場の人間を会場スタッフとして
動員してもらったことです。現場のスタッ
フは、エンドユーザーと直接に接する機会
は多くありません。大勢の人が集まる展示
会でさまざまなユーザーと触れ合うこと
は、参加した各社のスタッフにとって良い
勉強の機会となったようで、「展示会への参
加が社員教育、人材育成にもつながりまし
た」と中里支部長は話しています。
　ちなみに今回の来場は 3日間で 1万 290
人（主催者発表）と 1 万人を超えています。

それぞれ専門分野の研修で帳票の見方などを学ぶ マンツーマンの営業研修は効果もハイレベル現場での部品生産に役立つ技術研修

会員各社の生産者・フロントマンが会場スタッフ
として参加

子どもたちも
東北支部の
ブースに
興味津々


